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Ｘ
を
推
進
す
る
こ
と
で
企

業
と
し
て
成
長
を
続
け
な

が
ら
、
次
世
代
に
向
け
て

「
新
し
い
職
人
」
の
形
を

示
す
挑
戦
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

■
道
内
屈
指
の
技
術
者
集

団
、
本
州
に
本
格
進
出

　
ク
ド
ウ
は
１
９
９
１
年

に
北
海
道
で
空
調
施
工
企

業
と
し
て
産
声
を
あ
げ
、

現
在
は
配
管
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
と
し
て
道
内
に
２

拠
点
、
茨
城
県
に
１
拠
点

を
構
え
る
ま
で
に
成
長
し

た
。

　
工
藤
廣
樹
取
締
役
は

「
配
管
職
人
で
あ
っ
た
父

が
創
立
し
、
当
時

は
少
数
な
が
ら
高

度
な
技
能
や
知
見

を
有
す
る
腕
利
き

の
職
人
が
集
結
し

た
『
技
術
者
集

団
』
だ
っ
た
。
現

場
施
工
を
中
心
に

こ
な
し
て
き
た

が
、
工
場
製
作
の

増
加
に
伴
い
２
０

０
５
年
に
石
狩
湾

新
港
へ
工
場
を
設
立
。
さ

ら
に
道
内
の
大
型
案
件
増

か
ら
20
年
12
月
に
銭
函
工

場
（
小
樽
市
）
を
、
24
年

２
月
に
は
首
都
圏
の
再
開

発
や
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
需

要
増
を
見
据
え
た
拠
点
と

し
て
茨
城
工
場
（
茨
城
県

小
美
玉
市
）
を
竣
工
す
る

な
ど
、
企
業
と
し
て
成
長

し
て
き
た
」
と
経
緯
を
語

る
。

　
同
社
の
強
み
は
設
計
か

ら
配
管
の
製
造
、
現
場
施

工
ま
で
自
社
完
結
で
き
る

一
貫
生
産
体
制
に
あ
る
。

加
え
て
、
工
場
で
高
品
質

な
配
管
ユ
ニ
ッ
ト
を
製
造

し
、
現
場
で
取
り
付
け
る

だ
け
の
「
配
管
プ
レ
ハ
ブ

ユ
ニ
ッ
ト
工
法
」
は
工
期

短
縮
と
高
品
質
を
両
立
し

ユ
ー
ザ
ー
評
価
が
高
く
、

道
内
屈
指
の
技
術
者
集
団

と
し
て
、
エ
ス
コ
ン
フ
ィ

ー
ル
ド
や
ラ
ピ
ダ
ス
の
冷

暖
房
配
管
な
ど
道
内
を
代

表
す
る
大
型
物
件
も
多
数

手
掛
け
て
き
た
。

　
工
藤
取
締
役
は
「
工
場

で
の
精
密
な
ユ
ニ
ッ
ト
製

作
に
よ
り
品
質
を
高
品
位

に
平
準
化
で
き
る
。
現
場

で
は
組
み
上
が
っ
た
ユ
ニ

ッ
ト
を
取
り
付
け
る
だ
け

で
作
業
時
間
を
大
幅
に
短

縮
で
き
、
複
雑
な
工
程
を

減
ら
し
て
労
働
安
全
衛
生

面
で
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

い
」
と
語
る
。

　
こ
の
工
法
の
品
質
を
支

え
る
核
が
溶
接
で
あ
り
、

Ｔ
Ｉ
Ｇ
溶
接
専
門
級
（
Ｔ

︱
１
Ｐ
、
Ｔ
Ｎ
︱
Ｐ
）
を

保
有
す
る
職
人
の
高
度
な

技
能
と
、
自
動
溶
接
シ
ス

テ
ム
が
同
社
の
品
質
を
担

保
す
る
。
扱
う
配
管
の
大

き
さ
は
６
５
︱
５
０
０
Ａ

中
心
で
、
材
質
は
炭
素
鋼

管
７
割
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼

３
割
。
溶
接
方
法
は
Ｍ
Ａ

Ｇ
溶
接
７
割
、
Ｔ

Ｉ
Ｇ
溶
接
３
割
の

比
率
と
な
る
。

　
溶
接
指
導
を
担

う
杉
野
智
明
工
場

長
は
「
我
々
は
配

管
の
プ
ロ
で
あ

り
、
溶
接
部
に
欠

陥
が
な
い
こ
と
は

当
然
と
し
て
、
人

に
見
ら
れ
る
点
も

意
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

指
導
す
る
時
は
常
に
プ
ロ

に
求
め
ら
れ
る
品
質
を
超

え
る
た
め
の
準
備
と
や
り

方
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ

と
を
意
識
し
て
説
明
し
て

い
る
」
と
語
る
。

■
パ
ズ
ル
の
よ
う
な
加
工

に
も
対
応

　
配
管
の
溶
接
品
質
や
生

産
性
は
、
切
断
や
メ
ッ
キ

除
去
と
い
っ
た
前
工
程
の

質
と
ス
ピ
ー
ド
に
大
き
く

左
右
さ
れ
る
。
同
社
は
切

断
工
程
の
高
速
・
高
度
化

と
大
型
鋼
管
へ
の
対
応
力

強
化
の
た
め
、
銭
函
工
場

に
丸
秀
工
機
製
の
パ
イ
プ

自
動
切
断
機
「
パ
イ
プ
コ

ー
ス
タ
ー
Ｈ
Ｉ
Ｄ
︱
５
０

０
Ｍ
Ａ
６
」を
導
入
し
た
。

　
従
来
は
４
０
０
Ａ
ま
で

の
バ
ン
ド
ソ
ー
な
ど
を
備

え
て
い
た
が
、
杉
野
工
場

長
は
「
札
幌
市
内
を
中
心

と
し
た
再
開
発
案
件
は
大

規
模
化
し
て
お
り
、
５
０

０
Ａ
に
迫
る
大
口
径
配
管

の
需
要
増
を
見
越
し
て
導

入
を
決
め
た
」
と
振
り
返

る
。

　
Ｉ
Ｋ
Ｋ
東
北
（
岩
手
県

奥
州
市
、
菅
野
新
一
社

長
）
は
半
導
体
製
造
装
置

（
酸
化
拡
散
炉
、
Ｌ
Ｐ
Ｃ

Ｖ
Ｄ
装
置
）
向
け
に
ガ
ス

配
給
ユ
ニ
ッ
ト
用
配
管
部

品
や
ガ
ス
ボ
ッ
ク
ス
用
Ｉ

Ｇ
Ｓ
（
集
積
ガ
ス
シ
ス
テ

ム
）
の
製
作
を
手
が
け
て

い
る
。
ガ
ス
配
給
ユ
ニ
ッ

ト
用
で
は
主
に
小
径
・
薄

肉
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
管
の
溶

接
工
程
に
複
数
の
パ
イ
プ

自
動
溶
接
機
を
駆
使
し
て

効
率
よ
く
安
定
し
た
品
質

の
製
品
・
部
品
を
つ
く
り

続
け
て
お
り
、
顧
客
か
ら

の
信
頼
も
厚
い
。
２
年
前

に
は
親
会
社
が
ミ
ラ
プ
ロ

（
山
梨
県
北
杜
市
、
津
金

洋
之
社
長
）
に
変
わ
る
と

と
も
に
、
半
導
体
市

場
が
急
成
長
し
て
い

る
こ
と
も
あ
っ
て
企

業
と
し
て
新
た
な
飛

躍
の
時
期
を
迎
え
、

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を

増
設
し
て
供
給
能
力
を
約

倍
増
す
る
な
ど
経
営
基
盤

の
強
化
も
進
め
て
い
る
。

こ
の
ほ
ど
同
社
を
訪
れ
、

半
導
体
需
要
の
増
加
で
活

気
づ
く
も
の
づ
く
り
現
場

を
取
材
し
た
。

　
　
◇　
　
　
　
◇

■
会
社
の
沿
革

　
Ｉ
Ｋ
Ｋ
東
北
は
岩
手
県

の
内
陸
南
部
に
位
置
す
る

奥
州
市
の
江
刺
中
核
工
業

団
地
内
に
拠
点
を
構
え
、

周
辺
に
は
主
要
取
引
先
の

半
導
体
製
造
装
置
メ
ー
カ

ー
で
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
の
子
会
社
、

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
（
Ｔ
Ｔ
Ｓ
）
を
中
心

に
半
導
体
製
造
装
置
関
連

の
工
場
が
集
ま
っ
て
い

る
。
元
々
、
奥
州
市
（
旧

江
刺
市
）
に
進
出
し
よ
う

と
し
て
い
た
Ｔ
Ｅ
Ｌ
の
誘

い
に
応
じ
、
当
時
の
親
会

社
で
あ
る
愛
知
県
東
海
市

の
鋳
物
メ
ー
カ
ー
、
伊
藤

機
工
の
関
連
会
社
と
し
て

１
９
９
５
年
４
月
に
設

立
。
そ
の
後
、
半
導
体
製

造
装
置
関
連
部
品
メ
ー
カ

ー
の
ミ
ラ
プ
ロ
が
東
北
地

方
に
進
出
し
た
の
に
伴

い
、
24
年
か
ら
そ
の
子
会

社
と
な
っ
た
。

　
同
社
は
設
立
当
初
か
ら

半
導
体
製
造
装
置
関
連
シ

ス
テ
ム
・
配
管
の
組
立
・

設
計
を
行
っ
て
い
る
が
、

工
場
開
設
時
に
は
半
導
体

と
い
う
未
知
の
領
域
で
ゼ

ロ
か
ら
生
産
体
制
を
立
ち

上
げ
る
必
要
が
あ
り
、
そ

の
陣
頭
指
揮
を
任
さ
れ
た

の
が
菅
野
社
長
だ
。
自
ら

Ｔ
Ｅ
Ｌ
東
北
（
現
Ｔ
Ｔ

Ｓ
）
で
の
研
修
を
受
け
て

技
術
と
知
識
を
身
に
付

け
、
そ
れ
を
自
社
に
持
ち

帰
っ
て
半
導
体
製
造
装
置

の
ガ
ス
関
連
ユ
ニ
ッ
ト
の

製
作
を
軌
道
に
乗
せ
て
い

っ
た
。
以
来
、
同
社
は
Ｔ

Ｔ
Ｓ
に
納
め
る
製
品
・
部

品
の
み
を
つ
く
り
続
け
て

い
る
。

■
主
に
ガ
ス
供
給

系
製
品
を
生
産

　
同
社
の
主
要
生

産
品
目
は
ガ
ス
配

給
ユ
ニ
ッ
ト
部
品

お
よ
び
Ｉ
Ｇ
Ｓ
な

ど
の
半
導
体
製
造

装
置
向
け
高
純
度

ガ
ス
供
給
系
製

品
。
半
導
体
製
造

の
前
工
程
で
ウ
エ

ハ
ー
表
面
に
均
一

な
シ
リ
コ
ン
酸
化
膜
を
形

成
す
る
「
酸
化
拡
散
炉
」

や
、
大
気
圧
よ
り
も
低
い

圧
力
（
減
圧
状
態
）
の
下

で
ウ
エ
ハ
ー
上
に
均
一
で

純
粋
な
役
割
の
異
な
る
薄

膜
を
何
層
も
積
み
重
ね
る

「
Ｌ
Ｐ
Ｃ
Ｖ
Ｄ
（
低
圧
化

学
気
相
成
長
）
装
置
」
に

使
わ
れ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
の
生
産
品
目
も

製
作
に
関
わ
る
工
程
は
、

Ｆ
Ｅ
Ｄ
規
格
（
ア
メ
リ
カ

連
邦
規
格
）
の
ク
ラ
ス
１

０
０
０
に
位
置
付
け
ら
れ

る
清
浄
度
が
高
い
ク
リ
ー

ン
ル
ー
ム
（
一
部
は
ク
ラ

ス
１
０
０
の
ク
リ
ー
ン
ブ

ー
ス
）
内
で
作
業
が
行
わ

れ
る
。
ク
ラ
ス
１
０
０
０

の
清
浄
度
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格

の
ク
ラ
ス
６
に
相
当
す
る

も
の
で
、
１
立
方
フ
ィ
ー

ト
（
約
28
㍑
）
の
空
気
中

に
含
ま
れ
る
「
０
・
５
ミ

ク
ロ
ン
以
上
」
の
微
粒
子

数
が
１
０
０
０
個
（
ク
ラ

ス
１
０
０
で
あ
れ
ば
同
１

０
０
個
）
と
い
う
厳
し
い

基
準
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
同
社
は
工
場
内
に
ク
リ

ー
ン
ル
ー
ム
を
３
個
所
設

け
、
半
導
体
製
造
装
置
向

け
に
高
純
度
ガ
ス
を
供
給

す
る
配
管
部
品
の
切
断
、

曲
げ
と
い
っ
た
一
次
加
工

を
行
う
配
管
加
工
ル
ー

ム
、
一
次
加
工
を
終
え
た

部
品
の
溶
接
施
工
を
行
う

配
管
溶
接
ル
ー
ム
、
Ｉ
Ｇ

Ｓ
の
組
み
立
て
を
行
う
Ｉ

Ｇ
Ｓ
組
立
ル
ー
ム
と
し
て

使
用
。
そ
れ
ぞ
れ
の
床
面

積
（
前
室
、
更
衣
室
を
除

く
）
は
、
配
管
加
工
ル
ー

ム
が
84
平
方
㍍
、
配
管
溶

接
ル
ー
ム
は
１
１
５
・
２

平
方
㍍
、
昨
年
増
設
さ
れ

た
ば
か
り
の
Ｉ
Ｇ
Ｓ
ル
ー

ム
は
１
６
３
・
８
平
方

㍍
。
こ
れ
ら
の
施
設
で
ス

テ
ン
レ
ス
鋼
配
管
を
月
間

約
５
０
０
０
本
、
Ｉ
Ｇ
Ｓ

を
同
40
︱
50
台
製
作
し
て

い
る
。

■
パ
イ
プ
溶
接
に
複
数
の

自
動
溶
接
機
を
活
用

　
半
導
体
ウ
エ
ハ
ー
の
製

造
工
程
で
は
塩
素
系
や
シ

ラ
ン
系
と
い
っ
た
腐
食
性

の
強
い
ガ
ス
が
使
用
さ
れ

る
た
め
、
ガ
ス
供
給
系
配

管
は
比
較
的
耐
食
性
の
高

い
Ｓ
Ｕ
Ｓ
３
１
６
Ｌ
な
ど

の
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
管
（
パ

イ
プ
）
を
母
材
と
し
、
同

社
で
は
主
に
日
本
製
鉄
の

半
導
体
製
造
用
ク
リ
ー
ン

パ
イ
プ
「
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｐ
」

（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
Ｓ
Ｕ
Ｓ

３
１
６
Ｌ
よ
り
も
厳
格
な

基
準
で
成
分
管
理
さ
れ
た

製
品
）
を
使
用
し
て
い

る
。
同
社
が
扱
う
配
管
の

サ
イ
ズ
は
外
径
が
４
分
の

１
インチ
（
６
・
35
㍉
）
、
３

分
の
８
インチ（
９
・
53
㍉
）、

２
分
の
１
インチ
（
12
・
７

㍉
）
の
３
種
で
、
肉
厚
は

４
分
の
１
インチ
と
３
分
の
８

インチ
の
パ
イ
プ
が
１
・
０

㍉
、
２
分
の
１
インチ
の
パ
イ

プ
が
１
・
24
㍉
。
こ
れ
ら

の
溶
接
は
半
導
体
製
造
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
パ
ー
テ

ィ
ク
ル
（
微
粒
子
不
純

物
）
を
一
定
数
以
下
に
除

去
し
た
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

内
の
清
浄
な
環
境
下
で
行

わ
れ
る
。

　
半
導
体
製
造
装
置
に
用

い
ら
れ
る
Ｓ
Ｕ
Ｓ
パ
イ
プ

の
溶
接
方
法
は
Ｉ
形
開
先

の
突
合
せ
完
全
溶
込
み
の

片
面
裏
波
溶
接
と
な
り
、

と
く
に
小
径
・
薄
肉
も
の

の
溶
接
で
は
テ
ィ
グ
溶
接

用
の
自
動
機
が
広
く
普
及

し
て
い
る
。
同
社
も
工
場

の
操
業
開
始
以
来
、
複
数

台
の
パ
イ
プ
自
動
溶
接
機

を
駆
使
し
て
溶
接
施
工
を

こ
な
し
て
き
た
。
配
管
の

溶
接
個
所
に
は
全
て
自
動

溶
接
機
を
適
用
し
て
い
る

た
め
、
溶
接
工
程
の
作
業

者
は
熟
練
の
オ
ペ
レ
ー
タ

の
み
で
、
溶
接
士
が
介
在

す
る
必
要
は
な
く
、
従
っ

て
同
社
に
は
溶
接
技
能
資

格
の
保
有
者
が
一
人
も
い

な
い
と
い
う
の
も
大
き
な

特
徴
と
言
え
よ
う
。

　
溶
接
工
程
で
は
全
11
台

の
パ
イ
プ
自
動
溶
接
機
が

稼
働
中
。
中
で
も
主
力
と

な
る
の
が
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｙ
Ｓ
Ｏ

Ｕ
Ｄ
Ｅ
（
ポ
リ
ス
ー
ド
）

社
の
パ
イ
プ
自
動
溶
接
機

（
販
売
元
は
独
逸
機
械
貿

易
）
だ
。
溶
接
電
源
Ｐ
３

を
６
台
、
Ｐ
４
を
２
台
の

計
８
台
を
保
有
し
て
お

り
、
２
０
１
５
年
の
初
導

入
時
に
２
台
だ
っ
た
Ｐ
Ｏ

Ｌ
Ｙ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｄ
Ｅ
社
製
の

自
動
溶
接
機
は
現
在
ま
で

に
４
倍
に
増
え
た
。
同
社

製
の
機
種
全
て
に
空
冷
式

ク
ロ
ー
ズ
ド
チ
ャ
ン
バ
ー

溶
接
ヘ
ッ
ド
の
Ｕ
Ｈ
Ｐ
５

０
０
を
装
備
し
、
シ
ー
ル

ド
ガ
ス
に
は
高
純
度
ア
ル

ゴ
ン
を
用
い
て
い
る
。

　
Ｕ
Ｈ
Ｐ
５
０
０
の
適
用

外
径
は
３
︱
12
・
７
㍉

と
、
こ
れ
一
つ
で
Ｉ
Ｋ
Ｋ

東
北
が
製
作
す
る
配
管
の

全
サ
イ
ズ
を
カ
バ
ー
す

る
。
Ｕ
Ｈ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
は

シ
ー
ル
ド
性
が
高
い
ク
ロ

ー
ズ
型
溶
接
ヘ
ッ
ド
で
半

導
体
な
ど
の
薄
肉
管
の
円

周
溶
接
に
適
し
て
お
り
、

フ
ィ
ラ
ー
ワ
イ
ヤ
ー
な
し

で
の
高
品
質
な
溶
接
を
実

現
。
ガ
ス
供
給
系
の
生
命

線
で
あ
る
高
純
度
ガ
ス
配

管
に
と
っ
て
重
大
な
溶
接

欠
陥
と
な
る
溶
込
み
不
良

や
溶
接
線
の
ズ
レ
、
裏
ビ

ー
ド
の
高
さ
不
足
や
溶
接

ビ
ー
ド
の
蛇
行
な
ど
が
出

に
く
い
こ
と
が
こ
れ
ら
の

パ
イ
プ
自
動
溶
接
機
を
長

年
使
い
続
け
て
き
た
理
由

だ
。

　
適
正
な
溶
接
条
件
に
よ

り
配
管
内
側
の
溶
接
部
に

酸
化
焼
け
が
な
く
段
差
の

な
い
フ
ラ
ッ
ト
な
裏
波
溶

接
を
行
う
こ
と
が
、
半
導

体
の
製
造
に
影
響
し
か
ね

な
い
パ
ー
テ
ィ

ク
ル
溜
ま
り
や

ガ
ス
溜
ま
り
を

防
止
す
る
う
え

で
不
可
欠
。
こ

の
点
、
同
社
で

は
自
動
溶
接
機

を
駆
使
し
、
安

定
し
た
溶
接
品

質
を
確
保
で
き

て
い
る
こ
と
か

ら
、
「
こ
れ
ま

で
に
納
入
先
か
ら
補
償
に

関
わ
る
よ
う
な
大
き
な
ク

レ
ー
ム
を
寄
せ
ら
れ
た
こ

と
が
な
い
」
（
菅
野
社

長
）
と
い
う
。

　
確
か
な
品
質
で
顧
客
の

信
頼
も
厚
く
、
受
注
量
が

堅
調
に
推
移
す
る
中
、
現

下
の
勢
い
づ
く
半
導
体
需

要
の
伸
び
を
踏
ま
え
、
生

産
能
力
の
拡
張
に
向
け
た

設
備
投
資
を
進
め
て
い

る
。
近
年
は
高
精
度
の
パ

イ
プ
自
動
折
り
曲
げ
装
置

（
オ
ー
ト
ベ
ン
ダ
）
を
導

入
。
溶
接
工
程
に
と
ど
ま

ら
ず
、
前
段
階
の
曲
げ
加

工
を
自
動
化
す
る
こ
と

で
、
高
精
度
の
製
作
配
管

を
よ
り
短
納
期
で
提
供
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。
加
え
て
、
こ
の
ほ
ど

パ
イ
プ
自
動
溶
接
機
２
台

の
増
設
を
決
め
、
来
年
度

ま
で
に
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｙ
Ｓ
Ｏ
Ｕ

Ｄ
Ｅ
社
の
Ｐ
３
の
購
入
を

予
定
し
て
い
る
。

■
今
後
の
展
望

　
足
元
で
は
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
市
場
の
拡
大
を
背

景
に
半
導
体
需
要
が
増

加
、
関
連
す
る
設
備
投
資

が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
る

環
境
に
あ
る
。
Ｔ
Ｅ
Ｌ
も

こ
の
流
れ
に
乗
り
、
Ｉ
Ｋ

Ｋ
東
北
の
主
要
納
入
先
で

も
あ
る
Ｔ
Ｔ
Ｓ
の
新
拠
点

「
東
北
生
産
・
物
流
セ
ン

タ
ー
」
を
建
設
し
、
今
年

４
月
か
ら
本
格
稼
働
を
開

始
。
生
成
Ａ
Ｉ
に
対
し
て

高
ま
る
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
、
ウ
エ
ハ
ー
に
膜
を
張

る
成
膜
装
置
の
同
地
で
の

生
産
能
力
が
最
大
１
・
５

倍
を
増
や
す
な
ど
製
造
装

置
の
供
給
体
制
を
整
え

た
。

　
菅
野
社
長
に
よ
る
と
、

「
少
な
く
と
も
こ
の
先
３

年
間
は
半
導
体
市
場
の
好

況
が
継
続
す
る
」
見
通
し

で
、
す
で
に
部
品
不
足
な

ど
供
給
難
の
兆
候
が
出
始

め
て
い
る
と
い
う
。
直
近

で
は
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
熊
本
工
場

や
中
国
の
先
端
半
導
体
メ

ー
カ
ー
向
け
に
製
造
装
置

の
出
荷
が
好
調
で
、
今
後

さ
ら
に
増
加
す
る
勢
い

だ
。
27
年
度
後
半
以
降
、

次
世
代
半
導
体
の
量
産
開

始
を
目
指
す
ラ
ピ
ダ
ス
の

工
場
「
Ｉ
Ｉ
Ｍ
」
向
け
の

装
置
需
要
ま
で
考
慮
す
る

と
、
需
要
が
供
給
を
大
き

く
上
回
り
、
半
導
体
製
造

装
置
メ
ー
カ
ー
の
繁
忙
状

態
が
続
く
公
算
が
大
き

い
。

　
Ｉ
Ｋ
Ｋ
東
北
も
半
導
体

需
要
の
増
加
と
取
引
先
で

あ
る
半
導
体
装
置
メ
ー
カ

ー
の
設
備
投
資
に
伴
い
受

注
量
が
急
速
に
拡
大
す
る

と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
迅
速
で
安
定
的
な
供

給
体
制
の
整
備
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
。
昨
年
、
ク

リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
増
設
し

て
Ｉ
Ｇ
Ｓ
の
供
給
能
力
を

約
倍
増
し
た
ほ
か
、
次
は

パ
イ
プ
自
動
溶
接
機
の
増

設
を
計
画
し
て
お
り
、
生

産
設
備
の
拡
充
を
通
じ
て

経
営
基
盤
の
強
化
に
取
り

組
む
方
針
だ
。

　
内
部
に
流
体
（
気
体
、
液
体
、
粉
体
）
を
通
し
輸
送
す
る
た
め
に
用
い
る
配
管
。
そ
の
中
心
的
な
役
割

を
担
う
の
が
円
形
断
面
か
つ
中
空
の
部
材
で
、
継
手
・
フ
ラ
ン
ジ
・
バ
ル
ブ
・
計
器
な
ど
の
部
品
と
と
も

に
配
管
を
構
成
す
る
。
配
管
の
用
途
は
多
岐
に
わ
た
り
、
建
物
内
部
の
給
排
水
や
空
調
設
備
、
上
下
水
道

や
ガ
ス
な
ど
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
、
各
種
プ
ラ
ン
ト
ま
で
人
々
の
暮
ら
し
や
都
市
機
能
を
維
持
す
る
上
で
欠

か
せ
な
い
設
備
だ
。
管
の
材
料
は
寸
法
表
記
に
内
径
ベ
ー
ス
の
呼
び
径
（
イ
ン
チ
）
を
使
う
「
パ
イ
プ
」、

外
径
ベ
ー
ス
の
ミ
リ
や
イ
ン
チ
を
使
う
「
チ
ュ
ー
ブ
」
に
分
け
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
便
宜
上
、
配
管
材

の
呼
称
を
「
パ
イ
プ
」
に
統
一
す
る
。
特
集
で
は
パ
イ
プ
溶
接
に
焦
点
を
当
て
、
配
管
製
作
の
現
場
ル
ポ

や
関
連
す
る
新
技
術
・
製
品
を
掲
載
す
る
。

菅野社長

４－５面

パ
イ
プ
加
工
特
集

パ
イ
プ
加
工
特
集

配
管
プ
レ
ハ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
工
法
支
え
る

溶
接
技
能

大
型
物
件
の
対
応
力
強
化
へ
、

理
想
の
パ
イ
プ
コ
ー
ス
タ
ー
導
入

ク
ド
ウ（
北
海
道
石
狩
市
）

配
管
製
作
に
パ
イ
プ
自
動
溶
接
機
が
活
躍

需
要
急
伸
受
け
自
動
溶
接
機
の
増
設
を
計
画

Ｉ
Ｋ
Ｋ
東
北（
岩
手
）

独
自
技
術
の
「
配
管
プ
レ
ハ
ブ

ユ
ニ
ッ
ト
工
法
」

工
藤
取
締
役
（左）
と
杉
野
工
場
長

高
度
な
溶
接
技
能
が
独
自
工

法
を
支
え
る

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
内
で
の
溶
接

施
工
の
様
子

Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｙ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｄ
Ｅ
社
の
溶
接
電
源
「
Ｐ
３
」
と
溶
接
ヘ
ッ
ド
Ｕ
Ｈ
Ｐ
５
０
０

　
空
調
設
備
や
給
排
水
衛

生
設
備
の
企
画
・
設
計
か

ら
現
場
施
工
ま
で
を
一
貫

体
制
で
手
掛
け
る
ク
ド
ウ

（
北
海
道
石
狩
市
、
工
藤

英
樹
社
長
）
は
、
高
度
な

溶
接
技
能
を
は
じ
め
と
す

る
も
の
づ
く
り
技
術
を
核

に
、
自
社
で
製
造
し
た
配

管
ユ
ニ
ッ
ト
を
現
場
で
組

み
込
む
独
自
技
術
「
配
管

プ
レ
ハ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
工

法
」
を
駆
使
し
、
道
内
屈

指
の
配
管
製
作
・
施
工
業

者
と
し
て
エ
ス
コ
ン
フ
ィ

ー
ル
ド
や
ラ
ピ
ダ
ス
の
冷

暖
房
配
管
な
ど
大
型
案
件

の
設
備
工
事
を
手
掛
け
て

き
た
。
近
年
で
は
本
州
へ

の
本
格
進
出
に
向
け
て
茨

城
工
場
を
新
設
。
さ
ら
に

道
内
の
拠
点
で
は
再
開
発

案
件
に
お
け
る
大
型
鋼
管

へ
の
対
応
を
図
る
べ
く
、

丸
秀
工
機
製
の
独
自
仕
様

の
パ
イ
プ
自
動
切
断
機

「
パ
イ
プ
コ
ー
ス
タ
ー
Ｈ

Ｉ
Ｄ
︱
５
０
０
Ｍ
Ａ
６
」

を
導
入
し
た
。
同
社
は
攻

め
の
姿
勢
で
自
動
化
・
Ｄ

独逸機械貿易 株式会社
長方形


